
番号 専門領域 教員名

1 基礎看護学 平野 加代子

2
基礎看護学
（災害看護）

前中 夕紀

3 基礎看護学 神寳 ひろみ

4 基礎看護学 瀬山 由美子

5 基礎看護学 森永 聡美

6 成人看護学 卯川 久美

7 成人看護学 矢野 ゆう子

8 成人看護学 浅井 直子

9 成人看護学 長井 友利子

10 成人看護学 小林 いずみ

11 老年看護学 西村 めぐみ

12 老年看護学 桧山　美恵子

13 老年看護学 岡本　杏華

14 母性看護学 林 資子

15 小児看護学 東尾 公子

16 小児看護学 石本 晶子

・看護は観察のプロなんです（些細な変化を読み取る技術）

宝塚大学 看護学部 教員の出張講義(模擬授業)テーマ

本学教員による出張講義(模擬授業)を実施しております。こちらが各教員のテーマ一覧です。

出張講義(模擬授業)テーマ

・大学で看護学を学ぶこと
・聴診器を使って身体の音を聴いてみよう！

・災害看護について（災害とは、トリアージ、避難バッグ等）

・看護師になるには？看護師の仕事内容と看護師養成過程を持つ学校について
・パルスオキシメータの仕組み

・感染から身を守る看護の技（衛生的手洗い）
・身体のサインを読み取ろう（バイタルサイン）

・フィジカルアセスメント
・BLS（心肺停止または呼吸停止に対する一次救命処置）

・看護師への道のりと活躍の場
・骨をまもるー50を過ぎたらコツコツ骨予防－
・命をまもる技術ーBLS：一時救命処置

・手術を受ける患者の看護を電子カルテやHPサイト、映像で体験して見ましょう！
・フィジカルアセスメントここまでわかる体のこと
・メディカルアプリを使った授業
・より体を立体的に見てみてましょう

・生活習慣病とは？  長期にわたり病気をコントロールする必要とは

・加齢について（年をとるってどういうこと？）
・転ばぬ先の杖のお話

・高齢者の頭と体を鍛える”遊びリテーション”を体験してみよう

・高齢者の閉じこもりとは？

・赤ちゃんのケア(お世話)を体験(更衣、おむつ交換、心音聴取、抱っこ）
・受動喫煙から母子を守ろう

・乳児のスキンケア
・乳児のフィジカルアセスメント
・いのちのふれ合い授業
・妊婦のヘルスアセスメント

・プレパレーションについて
・「医療的ケア児について
・子どもの最善の利益について

・経験を学びに変える、リフレクションとは？
・「脳」のはたらき

裏面に続きます→



番号 専門領域 教員名

17 精神看護学 西垣　里志

18 精神看護学 木村　聡子

19 精神看護学 椋本 美帆

20 精神看護学 東野 和馬

21 地域・在宅看護学 桶河 華代

22 地域・在宅看護学 乙黒 千鶴

23 地域・在宅看護学 内貴　千沙登

24 助産学専攻科 南田 智子

25 助産学専攻科 中尾　幹子

26 助産学専攻科 小西　知子

27 助産学専攻科 久保 恵里

28
社会疫学・
公衆衛生学

日高 庸晴

29 基礎教育 岩城　晶子

30 基礎教育 西　徳宏

【お問い合せ】 申込用QRコード

【申込方法】

・「健康」って何だろう
・地域で看護する面白さについて

宝塚大学 看護学部 教員の出張講義(模擬授業)テーマ

出張講義(模擬授業)テーマ

・助産師について
・助産院とは　地域活動について

Mail ： kango-nyushi@takara-univ.ac.jp

・生命誕生
・赤ちゃんの能力
・大切な心と体を守るために

・妊娠期から始まる母子の愛着形成
・小さないのちに心を寄せる

・助産師の仕事
・赤ちゃんが誕生するまでと誕生後のお世話について

・若年層における性感染症/HIV感染予防行動の現状について
・禁煙教育

・思春期・青年期のメンタルヘルス
・ストレスとのつき合い方・向き合い方
・こころの健康について（しんどい時のサインと対応、SOSの出し方など）	

・教育をするということ〜人の発達と学習

・精神疾患の理解
・心の病をもつ人との寄り添い方
・楽な人間関係の築き方

・精神疾患について
・赤ちゃんを亡くしたお母さんに寄り添うということ

・高校生のこころのお話 ～正しい知識を身につけ、病気の予防・早期発見・回復へ
～

・精神疾患について（統合失調症やうつなど）
・コミュニケーションについて

・看護って？　看護師って？
・訪問看護師ってどんな仕事？

・暮らしを支える看護師の仕事～自分の暮らしを見つめてみよう～

宝塚大学　大阪梅田キャンパス　入試課

TEL：0120-580-007（入試課直通）

 ※月～土　8：45～17：00／FAX：06-6373-4829

電話・FAX・メールでも受付いたします

右記のQRコードより必要事項をご回答ください
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